
ラットC6グリオーマ移植モデルにおける腫瘍血管新
生に対する経口サリドマイドの効果

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2022-04-25

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: Nitta, Hisashi

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.24517/00065899URL
This work is licensed under a Creative Commons
Attribution-NonCommercial-ShareAlike 3.0
International License.

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/


 Back to previous page

ラットC6グリオーマ移植モデルにおける腫瘍⾎管新⽣に対する経⼝サリド
マイドの効果
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Research Abstract

8週齢のウイスター系ラット(雄)を100匹⽤いた.ラットを脳腫瘍移植群と⾮移植群に分けた.移植は抱⽔クロラール⿇酔後に定位脳的に培養ラットC6グリオーマ細胞を⼤
脳基底核部に1.5×10_5 cells注⼊して⾏った.さらにそれぞれの群についてサリドマイド投与群と⾮投与群を設けた.サリドマイド投与群に対してはサリドマイドを移植後
2⽇⽬、1週後、2週後に経⼝投与し、投与量として50,100,200mg/kgの3群を設定した. 
移植後3ならび4週後にCarbon-Black灌流後ホルマリン固定後、脳を摘出し、腫瘍塊体積と腫瘍内⾎管床の⾯積を計算し単位腫瘍⾯積あたりの⾎管床の割合を算出して各
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群と⽐較した. 
⾮移植+サリドマイド投与群においては脳内⾎管は正常コントロールと⽐較して、変化はなかった.移植群ではサリドマイド投与群でも⾮投与群でも腫瘍は増⼤し、移植後
4週間後には約半数が腫瘍死した.移植群でのサリドマイド投与群と⾮投与群を⽐較したところ移植腫瘍塊の体積については両群間で有意差は認められなかった.腫瘍内⾎
管床の⾯積においても両群間で有意差はなかったが、サリドマイド投与群ではグリオーマに特徴的な異常な⾎管内⽪細胞増殖は⾮投与群よりも少ない傾向が認められた. 
以上より、経⼝投与サリドマイドは正常脳⾎管には変化を及ぼさず、移植腫瘍内⾎管の増殖をある程度抑制する作⽤があることが⽰唆された.しかしながら、本実験系で
はその⾎管増殖抑制作⽤が腫瘍塊の増⼤を抑制させるまでには⾄っていないことが判明した.
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